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非平衡定常系における非ガウス型ランジュバン方程式の漸近
的導出と解析解

講師 金澤輝代士氏 (東京工業大学総合理工)

日時 2015年 12月 18日 (金) 午後 4時 50分
今シーズンから講義の時間変更に伴い，開始時間が昨年度と異なります！ご注意ください

場所 16号館 827

近年の実験技術の向上により,揺らぎを精密に測定・操作することが可能になった.その結果,微
小系揺らぎのダイナミクスを詳細にモデル化する機運が高まっている.熱揺らぎを記述するモデル
の一つにランジュバン方程式がある.ランジュバン方程式は白色ガウスノイズと摩擦項を持つ解析
的な性質が良いモデルである.更に,ランジュバン方程式は単一環境下での確率過程の弱ノイズ極限
(システムサイズ展開)として普遍的に導出されることが示されており [1],幅広い物理系で現れる事
が微視的な理論からも示されている. では,非ガウスノイズに駆動されるランジュバン方程式 (非ガ
ウスランジュバン方程式) はどのような時に現れるのだろうか?非平衡定常状態にある環境 (非熱的
な環境)においては,非ガウス性が顕著な揺らぎが実験的に報告されている.この様な系の挙動を微
視的な視点から理解することは出来るだろうか?我々はこれらの問題に取り組み,肯定的な答えを得
た.我々は複数環境下の確率過程に対してシステムサイズ展開を拡張し,弱ノイズ極限で非ガウスラ
ンジュバン方程式が普遍的に導出されることを示した [2].デモンストレーションとして,線形ボルツ
マン方程式を出発点に粉体モーターをモデル化し,その挙動が非ガウスランジュバン方程式で記述
されることを理論的に示した.更に,分子動力学計算を行い, 我々の理論がシミュレーションとも整
合的であることを示した [3].また,我々は非線形項をもつ一般の非ガウスランジュバン方程式の定常
分布のフルオーダー摂動解を導出した [4]. 高次の摂動項は,系が緩和中に複数回キックされるプロ
セスに直接対応しており,ダイアグラム的に計算できる事を示した.以上のことから,非ガウスラン
ジュバン方程式は普遍性と解析的単純性を兼ね備えており,複数の環境中の確率過程モデルとして
良い性質を持つことが分かった.
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○今後の予定 : 冬学期の物性セミナーの予定は下記のWEBページで公開しております．

12月 21日 (月) 齊藤圭司氏 (慶應義塾大学理工学部）
流体力学的ゆらぎの理論からみる低次元異常熱輸送

1月 22日 若本祐一氏 (東京大学大学院総合文化研究科）

○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！
○駒場セミナーカレンダー (駒場内のみアクセス可)

http://huku.c.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/webcal/webcal.cgi
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